
 

令和６年度 山手小学校 学校経営方針 
                               佐世保市立山手小学校 

                                 校長 丸上 貴司          
１ 教育方針 

  長崎県及び佐世保市の教育方針・努力目標に基づき、児童の実態や保護者、地域の願い、及び社会の要請

を踏まえ、変化の激しい時代の中にあっても、他者と協力しながら自分の良さや可能性を伸ばし、豊かな人

生を生き抜くことができる力を一人一人の子ども達に育てる。 

 

２ 学校教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざす教師像 

①深い教育愛と使命感にあふれる教師 

②教育の専門家として、学び続ける教師 

③課題の改善に向けて、互いに協力し合う教師 

めざす学校像 

①児童一人一人の個性が生きる活気あふれる学校 

②美しく環境の整った、うるおいのある学校 

③規律や秩序の中に自主性と創造性のある学校 

 

学校教育目標 

「子どもの本物の笑顔を輝かせる学校」 

○ていねいに粘り強く取り組む子ども（体） ○まなびに真剣なまなざしで向かう子ども（知） 

○やさしい心をもち心豊かな子ども（徳） 

「できた」「わかった」を実感できる授業づくり 

育成すべき資質・能力 

① 課題に向かって、高い意欲をもって最後まで取り組む力 

② 言葉（読解力、語彙、適切な言葉遣い）を大事にし、学習や日常生活に生かす力 

③ 個別最適な学びと協働的な学びの中でねばり強く思考し、表現する力 

 

 

めざす子ども像 

「学校力」と「学級力」で相互に支えあう 

共通理解の先にある共通実践 

「凡事徹底」「学びに向かう力」の実践 

 

 

「自分の笑顔（自己実現）、 

みんなと笑顔（他者協力）、みんなの笑顔（他者貢献）」 


